
（別紙３）

～ 令和7年1月31日

（対象者数） 24名（内兄弟2名） （回答者数）
22名

～ 令和7年1月31日

（対象者数） 6名 （回答者数）
6名

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

保護者とのやりとりをより深めていく。今後も色々な活動を

提供していく。

2

卒業後の進路先等とも情報共有を図っていく。

3

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

保護者の方に資料を配布したり、訓練したことなどを連絡帳

に記入するなど様子を伝えていきたいと思います。

2

みんなが楽しく参加できるイベントの企画を考えていきたい

と思います。

3

○事業所名 放課後等ディサービス　　キッズすまいる

○保護者評価実施期間
令和7年1月21日

○保護者評価有効回答数

令和7年1月21日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日
令和7年2月10日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

安全対策に関するマニュアルは作成しており、訓練は実施して

いますが、保護者への周知は徹底されていない印象があるよう

です。

契約の際に、説明しておりますが、説明不足と感じます。

保護者同士の交流の機会はあったが、きょうだい向けのイベン

トの開催など、きょうだいへの支援が不十分であった印象があ

るようです。

お手紙だけではなく、送迎時の申し送りの際などにもお伝えし

ていくことが出来れば良かったと感じます。

児童の特性に合わせた活動内容、課題を取り入れ、季節の行

事、外出活動など活動プログラムが固定化しないよう取り組ん

でいる。

活動の様子など連絡帳へ記入、送迎時の申し送りのほか、制作

物を持ち帰りすることで、保護者と一緒に成長を感じることが

出来ている。

関係機関との連携、情報共有を行っている。 相談支援事業所、学校、幼稚園での支援についてなど情報共有

を進めている。

事業所における自己評価総括表公表


